








要約

   昨年度までは妊産褥婦にエモーショナル・サポートをする最適時期を検討するために

まず不安度の推移を知る目的で.東北大学付属病院入院した妊婦につき、妊娠中、産褥 5

日目(退院時)、産褥ーケ月の三時点で STAI を用いた不安度を測定し以下のような示唆を

えた。(1)既往歴や合併症の有無によりサポートを要する産褥婦を同定することは難しい。

(2)妊娠中と産褥期の不安度はよく相関するので、不安を抱える妊産婦を妊娠中から把握

している必要がある。(3)褥婦からの何らかの不安にたいし電話相談は初産・経産共に産

後 2 週間以内に 80%以上がなされており.エモーシヨナルサポートは産褥一ケ月検診以前

から行う必要がある。本年度の研究では電話相談に見られた問題項目に対応する産褥婦指

導マニユアルを作製し、電話相談を行った。その結果、問題項目数は減少したものの、退

院時とーケ月健診時に行った STAI による不安度の測定では不安度の減少はみられなかっ

た。また、得点が高いものにBLUES の危険があることがわかった。このことより産褥婦で

は産科的あるいは社会的問題が減少しても不安度は軽減せず.産科医、小児科医のみなら

ず精神科医の参加が重要である示唆を得た。


